
志津南学区の人口 （4/30 現在）

世帯数 2,216   総人口 6,155 人　
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志津南学区まちづくり協議会

（連絡先） 077-507-6496

28 年度予算および 27 年度決算

夏
ま
つ
り
は
７
月
23
日
に

指
定
管
理
者
指
定
で
臨
時
総
会

市
民
セ
ン
タ
ー
の
機
能
転
換
受
け
て

昨年の夏まつり風景

（１） 第１５４号 志津南ＮＥＷＳ 平成２８年６月１５日

収入の部

項　　目 予算額 決算額

前年度繰越金 1,598,666 1,598,666

会　　費 2,818,800 2,846,150

地域一括交付金 2,575,020 2,575,020

まち協運営交付金 5,092,000 5,092,000

地域ふるさとづくり交付金 1,500,000 1,500,000

防犯カメラ補助金 0 600,000

草津栗東防犯自治会支援金 25,000 25,000

雑収入 1,000 6,347

合計 13,610,486 14,243,183

支出の部

項　　目 予算額 決算額

理事会 185,000 121,294

広報委員会 270,000 255,775

事務局運営費 5,601,000 5,440,963

地域ふるさとづくり交付金事業 1,500,000 1,564,337

防犯カメラ設置費 0 600,000

暮らし安心活動 115,000 86,794

地域福祉活動 1,702,000 1,643,450

子ども育成活動 706,000 611,694

文化体育活動 1,843,900 1,314,601

予備費 1,687,586 0

次年度繰越金 0 2,604,275

合計 13,610,486 14,243,183

収入の部

項　　目 予算額

前年度繰越金 2,604,275

会　　費 2,859,300

地域一括交付金 2,652,320

まち協運営交付金 7,358,900

防犯カメラ補助金 300,000

草津栗東防犯自治会支援金 25,000

雑収入 1,000

合計 15,800,795

支出の部

項　　目 予算額

理事会 190,000

広報委員会 340,000

事務局運営費 7,397,900

防犯カメラ設置費 300,000

暮らし安心活動 125,000

地域福祉活動 1,714,700

子ども育成活動 565,000

文化体育活動 1,821,500

予備費 3,346,695

合計 15,800,795

平成 27 年度まちづくり協議会決算

平成 28 年度まちづくり協議会予算

単位＝円

単位＝円

志津南ホームページ

http://shizu373.net



趣味悠々

水彩画  「響き」

    縦 850 センチ 横 1040 センチ

制作　永井　晃さん

　　　　　　　　追分南７丁目　

ひとこと　　

20 年間能登に住み、平成 23 年に定年を迎え、そ

の後、草津へ来て水彩画を習い始めて４年半にな

ります。草津市展や、最近は個展を開きました。

草
津
市
が
地
域
応
援
の
新
交
付
金
制
度

ま
ち
協
が
対
象
事
業
の
ア
イ
デ
ア
募
る

第１５４号（２）志津南ＮＥＷＳ平成２８年６月１５日

や
す
ら
ぎ
学
級
が
開
講

ふ
れ
あ
い
バ
ス
ツ
ア
ー



志津南ＮＥＷＳ 平成２８年６月１５日（３） 第１５４号

　

印
籠
の
中
身

＜３＞

老人クが八幡へバス旅行
健
推
が
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

若
草

・
岡
本
西
が
春
の
一
斉
清
掃

　

そ
の
昔
、
武
士
や
富
裕
な
商

人
の
持
ち
物
だ
っ
た
「
印
籠
（
い

ん
ろ
う
）
」
は
、
そ
の
字
か
ら
分

か
る
よ
う
に
元
々
判
子
（
は
ん

こ
）
と
朱
肉
を
入
れ
る
た
め
の

携
行
容
器
で
し
た
が
、
外
に
も

色
々
な
小
物
を
入
れ
た
よ
う
で

す
。
美
術
工
芸
品
さ
な
が
ら
の

漆
・
螺
鈿
・
蒔
絵
・
家
紋
な
ど

を
施
し
、
一
端
に
凝
っ
た
根
付

け
を
も
つ
紐
で
腰
に
吊
る
し
ま

し
た
。
当
時
、
印
籠
は
、
帯
、

　

志
津
南
学
区
健
康

推
進
員
連
絡
協
議
会

（
岡
敬
子
代
表
）
は

５
月
28
日
、
恒
例
の

桐
生
方
面
へ
の
「
は

つ
ら
つ
ウ
ォ
ー
キ
ン

グ
」
を
開
催
し
ま
し

た
＝
写
真
。

「
ご
夫
婦
で
」「
初
め

て
で
」「
４
回
目
」

な
ど
、
男
性
８
人
を

含
む
32
人
が
、
薄
曇

り
の
中
参
加
し
ま
し

た
。

脇
差
、
扇
子
、
煙
草
入
れ
、
矢

立
な
ど
と
共
に
腰
の
周
り
を
飾

る
実
用
を
兼
ね
た
フ
ァ
ッ
シ
ョ

ン
ア
イ
テ
ム
の
一
つ
だ
っ
た
の

で
す
。

　

印
籠
に
常
備
薬
を
入
れ
た
場

合
は
「
薬
籠
（
や
く
ろ
う
）」
と

呼
ば
れ
ま
す
。
昔
の
衛
生
観
念

や
状
況
は
今
と
は
雲
泥
の
差
で
、

出
先
や
旅
先
で
腹
痛
・
下
痢
を

度
々
発
症
、
た
め
に
薬
籠
の
中

身
は
胃
腸
薬
が
と
り
わ
け
多

か
っ
た
そ
う
で
す
。
と
く
に
熊

の
胆
嚢
を
乾
燥
さ
せ
た
「
熊
の

胆
（
い
）」
は
古
来
腹
痛
な
ど
の

消
化
器
病
に
著
効
あ
り
と
さ
れ
、

江
戸
期
に
は
そ
れ
を
含
む
奇
應

丸
、
反
魂
丹
（
は
ん
ご
ん
た
ん
）、

六
神
丸
な
ど
の
丸
薬
を
薬
籠
に

入
れ
ま
し
た
。
良
質
な
薬
の
産

地
と
し
て
名
高
い
近
江
の
街
道

筋
で
は
、
こ
れ
ら
の
薬
を
旅
人

に
売
る
店
が
繁
盛
し
た
そ
う
で

す
。

　

ち
な
み
に
今
日
、
熊
の
胆
の

薬
効
成
分
（
ウ
ル
ソ
デ
オ
キ
シ

コ
ー
ル
酸
な
ど
）
に
胆
石
溶
解
、

肝
機
能
改
善
、
腸
の
消
化
機
能

促
進
な
ど
の
効
果
が
確
認
さ
れ
、

医
療
で
使
わ
れ
て
い
ま
す
が
、

今
で
は
化
学
合
成
で
得
ら
れ
る

の
で
、
熊
も
そ
の
点
で
は
安
泰

で
し
ょ
う
。

　

子
供
の
頃
に
観
た
映
画
で
、

脇
腹
を
押
さ
え
て
路
傍
に
し
ゃ

が
み
込
む
美
女
に
二
枚
目
の
青

年
武
士
が
「
こ
れ
お
女
中
、
如

何
な
さ
れ
た
？
」
と
声
を
か
け
、

薬
籠
の
薬
を
口
移
し
に
飲
ま
せ

る
、
あ
の
シ
ー
ン
が
妙
に
懐
か

し
く
よ
み
が
え
っ
て
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　

（
Ｓ
・
Ｏ
）

　

恒
例
の
地
区
内
の
一
斉
清
掃

が
５
月
22
日
、
若
草
中
央
、
若

草
東
、
若
草
西
児
童
公
園
を
は

じ
め
各
町
内
会
の
児
童
遊
園
、

緑
道
を
中
心
に
清
掃
作
業
が
行

わ
れ
ま
し
た
＝
写
真
。

　

参
加
し
た
住
民
８
０
０
人
が

カ
マ
や
竹
ぼ
う
き
な
ど
を
手
に

集
合
、
前
日
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・

各
町
内
会
役
員
の
み
な
さ
ん
に

　

途
中
、
天
然
の
シ
ャ
ワ
ー
を

浴
び
た
り
、
山
ガ
ー
ル
と
出
会
っ

た
り
し
な
が
ら
桐
生
に
到
着
。

　

「
オ
ラ
ン
ダ
堰
堤
」
の
ミ
ニ
講

義
を
受
け
た
後
、
お
に
ぎ
り
を

ほ
お
張
り
楽
し
く
昼
食
。
そ
の

後
、
ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
、
み
ん

な
で
懐
メ
ロ
を
歌
っ
た
り
し
て

楽
し
く
親
睦
を
深
め
ま
し
た
。

　

秋
の
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
も
「
ぜ

ひ
参
加
し
た
い
」
と
の
感
想
も

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

次
回
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
に
も
今

回
以
上
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。

３
年
生
が
学
区
の
歴
史
学
ぶ

　

志
津
南
小
学
校
は
５
月
23
日
、

志
津
南
学
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
の
中
原
勝
一
会
長
を
迎
え
、

３
年
生
１
１
９
人
が
学

区
の
歴
史
に
つ
い
て
学

習
し
ま
し
た
＝
写
真
。

　

中
原
会
長
は
地
域
の

移
り
変
わ
り
に
つ
い
て
、

何
枚
も
の
貴
重
な
写
真

を
使
い
な
が
ら
、
当
時

の
様
子
を
分
か
り
や
す

く
説
明
し
ま
し
た
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
そ

の
た
び
に
驚
き
の
声
を

あ
げ
た
り
、
質
問
を
し

た
り
す
る
な
ど
、
自
分

た
ち
の
住
む
地
域
へ
の
関
心
を

高
め
ま
し
た
。

　

最
後
に
中
原
会
長
が
「
こ
の

地
域
に
最
初
に
住
ん
だ
人
た
ち

は
だ
い
ぶ
ん
歳
を
と
り
ま
し
た
。

あ
な
た
た
ち
が
大
き
く
な
っ
て
、

若
い
力
で
町
を
盛
り
上
げ
て
ほ

し
い
。
地
域
の
行
事
に
ど
ん
ど

ん
参
加
し
て
く
れ
る
と
う
れ
し

い
で
す
。
み
ん
な
で
い
い
町
に

し
ま
し
ょ
う
」
と
呼
び
か
け
る

と
、
子
ど
も
た
ち
は
大
き
く
う

な
ず
い
て
い
ま
し
た
。

機
械
刈
り
し
て
い
た
だ
い
た
雑

草
や
剪
定
後
の
小
枝
な
ど
整
理
、

回
収
に
汗
を
流
し
ま
し
た
。

　

日
頃
か
ら
整
備
し
て
い
た
だ

い
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
み

な
さ
ん
、
当
日
参
加
し
て
く
だ

さ
っ
た
方
々
、
本
当
に
ご
苦
労
様

で
し
た
。

　
　
　
　

  

（
地
区
環
境
委
員
会
）

志
津
南
老

人
ク
ラ
ブ
連

合
会
（
鈴
木

明
会
長
）
は

５
月

31
日
、

春
の
バ
ス
旅

行
を
実
施
し

ま
し
た
＝
写

真
。今

回
の
バ

ス

旅

行

は
、

近
江
八
幡
水

郷
巡
り
と
旧

厚
生
年
金
の
宿
泊
施
設
（
ウ
ェ

ル
サ
ン
ピ
ア
）
を
「
た
ね
や
」

が
買
い
取
っ
て
作
っ
た
「
ラ
・

コ
リ
ー
ナ
」
で
の
ド
リ
ン
ク
で

の
歓
談
。

い
つ
も
の
バ
ス
旅
行
と
違

い
、
今
回
は
水
郷
巡
り
の
チ
ャ

ー
タ
ー
船
３
隻
の
定
員
が
45
人

と
あ
っ
て
、
老
人
ク
ラ
ブ
会
員

以
外
に
一
般
の
方
や
セ
ラ
バ
ン

ド
、
麻
雀
同
好
会
、
カ
ラ
オ
ケ

同
好
会
、
会
員
の
家
族
の
方
な

ど
に
声
を
か
け
、
結
局
会
員
28

人
、
そ
の
他
10
人
の
計
38
人
が

参
加
し
ま
し
た
。

雨
も
上
が
り
、
琵
琶
湖
の
涼

風
も
心
地
よ
く
、
楽
し
い
一
日

を
過
ご
し
ま
し
た
。



 
 

　
　

民
族
衣
装

 第１５４号（４）志津南ＮＥＷＳ平成２８年６月１５日

こよみ

　
　
　

資
源
回
収

□
毎
月
第
１
・
３
日
曜
日

★
若
草
１
～
５
丁
目
町
内
会

□
毎
月
第
２
・
４
日
曜
日

★
若
草
６
～
８
丁
目
町
内
会

岡
本
町
西
町
内
会

□
毎
月
第
２
・
４
土
曜
日

★
か
が
や
き
の
丘
町
内
会

※
回
収
品
は
古
新
聞
・
古
雑

誌
・
段
ボ
ー
ル
・
古
着

サ
ツ
マ
イ
モ
の
苗
植
え
る

伯
母
川
で
魚
捕
り


